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概要 　 ヒ ト 胎 盤 に お け る 遊 離 脂 肪 酸 （F．F．A ．） の 通 過 性 に つ い て Palmitic　Acid一工一14C 又 は 　1・ineleic　Acid−1−

1
℃ を 含 む mediu 皿 で incubation実験 を行 な い 次 の 如 ぎ結 果 を 得 た．

　 （1）　 こ れ ら 脂酸 は 胎盤組搬 中で ，燐脂 質，中性 脂 肪，ス テ 卩
一

ル ，ス テ 卩
一

ル エ ス テ ル の 各 分 画 に と りこ

ま れ た ．胎 盤 紅 織 中 に と 1）
t

こ ま れ た こ れ ら 脂 酸 の 量 は medium の F ．F ．A ．濃 度 に 比 例 し た．

　 （2）　Incubation 開 始 5 分 で 胎盤 組 織 の F・F ・A ・分 画 に は 大 量 の
14C

が認 め ら れ，　 そ の 後 2 時 間 に 亘 る 実

験 中，そ の 濃度 は ほ ぼ ・一一定 値 を示 し た ．　そ の 他 の 脂質分画 に と り こ ま れ た 量 は incubation時 間 と共 に
一

直線

に 増 加 し た ．

　 （3）　Incubation を 37uGの 代 りに D ℃ で 行 な っ た 実 験 に お い て ，こ れ ら脂酸 の 胎 盤 組織 の F ・F ・A・分画へ の

と り こ み は ，対照 と し て 行 な っ た 37℃ の 場 合 と同量 で あ D ，　 有意 の 差 は 認 め ら れ な か っ た．又，F ・F ・A ・分画

以 外 の 脂 質 へ の と り こ み は ほ と ん ど 認 め ら れ な か つ た ．

　 （4）　Palmitic　 Acid−1−’4C で 前 も っ て incubate し た 胎 盤 組 織 を Palmitic　 Acid−1−MC と F ．F．A ．を 含 ま な

い medium で 再 び incubate し た と こ ろ，　 胎盤 組 織 の F．F．A．分 画 に 含 ま れ て い た
uC

の 大 部 分 が 皿 edium

中 に 放 出 さ れ た ．F．F ．A ．分 画 以 外 の 脂 質 分 山 に 含 ま れ て い る
1

℃ の 量 は ほ と ん ど 変化 が み ら れ な か っ た ，

以 上 の こ と よ り，胎 盤 に お け る F ・F・A ・の 通 過 は 能 動 移 送 （Active　 Transportion）の ほ か に ，拡 散 （Passive

Diffusion）と もい うべ ぎ，エネ ル ギ ーを 必 要 と し な い 様式 に よ っ て も行 な わ れ て い る こ と が 強 く示 唆 され る ．

　　　　　　　　　 は じめ に

　胎盤 に おける ス テ ロ イ ドホ ル モ ソ の 合成 に つ い

て は よ く研究 され て い るけれ ども ， 脂質代謝に つ

い て は まだ よ く知 られ て な い こ とが 多い ． こ の大

きな理 由は ， 胎盤に お ける脂質 の 量が少な い こ と

や，胎児 の 脂質は 胎児 自身 で合成 され る と考え ら

れ て お り，胎盤に おけ る脂質代謝 の 重要1生が認識

され な か つ た 為 と考 え られ る．

　母体血 中の遊離脂肪酸 （以下 F．F．A．と略）濃

度に 比 べ て 臍帯血中の 濃度が非常に 低値で あ り構

成脂酸に つ い て も両者 に 差 が み られ るが ， 胎盤 の

F ・F ・A ・の 通過性が そ の 大 きな 原因の 1 つ で ある

と考え られ る．

　今回 ，Pal 皿 itic　Acid −！・i4C 及び Linoleic　Acid・

工一t4C を用 い て ヒ ト胎盤組織 と　incubate する こ

と ICよ り ， 胎盤に お ける こ れ ら脂酸の通過に つ い

て 検
．
討し た．

　　　　　　　 実験材料及 び方法

　 ヒ ト満期産胎盤組織 の 中央部の
一部を分娩後直

ち に 氷冷 し た 後 ，
9 ％ の 冷食塩水 で 充分脱血 し，

約 600  の組織片を Palmitic 　Acid ．1．i4C （Specific

Activity　15μ Ci！mMol ）又 tよ 1・inoleic　Acid −1−t4C

（specific　 Activity　15μci！mMol ） に 1．o〜 3 ，0

mMo1 の F ・F ．A ．
， 3 ％の牛 ア ル ブ ミ ソ （Fraction

V），10mMol の Glucose を 含む Krebs　Ringer 燐

酸緩衝液 （田 7．4）を mediu 皿 と し て
，

2 時間

95％ 02−5 ％ COz の も と で incubate し た．な お

EEA ・は母体 の 皮下脂肪 を鹸化 して 得た もの で
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ある （Yoshioka， 1971
， 吉岡他 1972）．フ ラ ス コ の

中央部 に は 1 ．25N − NaOH 液 0，2ml を含む濾紙

を お ぎ，組織が出す呼吸性炭酸ガ ス 　（
14CO2

） を

吸着 させ た （Villee．1958）．

　 Incubatien終了後 ， 組織片は 冷 0 ．9％食塩水で

よ く洗浄 し
， 組織表面 に 付着 し て い る

14C
を充分

に 洗 い 落 した ．次い で 25m1 の ク ロ ロ フ ォ ル ム ・

メ タ ノ ー
ル （2 ： 1） と共 に組織片を ホ モ ジ ナ イ

ズ し て Folch法 （1957）に よ り脂質を 抽出 した 、

さ らに 薄 層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ り ，
ヘ キ サ

ソ ，ジ エ チ ル エ ーテ ル ，氷酢酸 （90 ： 10 ： 1 ）を

含む展開槽に て燐脂質 （P 工 　と略）， ス テ 卩
一

ル

　（S・T と略），F・F ．A ・
， 中性脂肪 （T ・G と略）及び

ス テ ロ
ール エ ス テ ル （S・E と略） の 5 分画 に 分離

し た （Stahl， 1965）．そ し て 各脂質分画に と り こ ま

れた
14C

を Carb−0 −Sil と B ．B．O ．T ．を含む トル

エ ン液で混和 しシ ソ チ レ
ー

シ ョ ソ カ ウ ン タ
ーに て

1℃ を測定 した ．呼吸性炭酸ガ ス の 測定 t・2 　BaC12 ・

2H20 に よ り Ba14CO3 の 白色沈澱物 と した の ち

乾燥 させ て
1℃ の 量を測定 した （Villee， 1958）．

　　　　　　　　　 実験成績

　　（1） Medium の F．F．A・濃度の 影響

　 胎盤組織を 37℃ gsYoOr 　5 ％ CO
， の 条件下で 1

時間 incubate した ．　 Palmitic　Acid−1−uC の 胎盤

組織内 へ の と り こ み は Medium 中 の F．F．A ．濃

度に 比例 して 増加 し た （第 1図，第 1表）。すなわ

ち Medium 中の F ．F．A．濃度が増加す る に つ れ

て
， 胎盤組織の F ・F・A ・分画 中 に 認 め られ た

14C

の 量は 放物線を描い て 上 昇し ， 又 中性脂肪 ， 燐脂

質 な どの 脂質分画 に と りこ まれ た
14C

も増加 し

　 図 1　 Palmitic 　 acld −1−14C 　incorporation　 into　term

　　　　placenial　tissue　lipids
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表 1　　Effect　of 　concentration 　of　free　fatty　acids

　 　 in　 medium 　 on 　 Palmitic　 acid −1．14C 　incor．

　 　 poraticn　三nto 　placental　 lipids　 and 　conver −

　 　 sion 　to　 respiratory 　COz

Phospholipids

Free　Fatty　Acids

Tryg旦ycerides

ISterol　Esters

1mMol

tg．　s3± 67

5632± 　933

2269± IQDO

　 79± 8

2mM ・13mM ・i　l
コ342± 21615149 ± 34

25441　　　　 6［768
　　±7873．　：上：　11148
　 　 　 　 1
6989± 　427・94781：2361

　 76± 3 　 112：ヒ14

Respiratory　1‘CO2 ：530± 77　　530±84　　502±　145
　 　 　 　 　 　 　 1

　
＊ Results　 are 　 expressed 　 as 　dpm ／gram 　 wet 　 weight

　　 and 　 represent 　 mean ± SE　 of　6　 experiments ．

　＊＊ Tissue　 was 　incubated　 at　37℃ in　 95％ 02− 5％

　 　 CO2 　fer　 one 　hour．

た ．』…
方 ， 胎盤組織 が 産出 した 呼 吸性炭酸ガ ス

（
14CO2

）は Medium の F．F ．A ．濃度に拘 らず

単位重量 当 りの 量が ほ ぼ一定で あつ た （第 1 表）．

　 （ff　） Incubation 時間 の 影響

　37℃ g5％ 02−5 ％ CO2 の条件下で Palmitic

Acid−1−t4C を用 い た 2mMol の F．F．A．を含む

medium で incubate し て 胎盤組織内へ の と り こ

み の 時間的変動に つ い て検討 した ．

　胎盤組織は incubation開始後 5 分 とい う短か い

接触 の うち に medium 中 の Palmitic　Acid −1一工4C

を多量に そ の 組織内 の F・F ・A ・分画 に と り こ ん

だ．そ し て 2 時間に 亘 る incubation 実験の終了 ま

で 胎盤組織 の F・F．A ．分画 に 含 まれ た
1℃ の 量 は

一
定値を しめ した （第 2 図 ， 第 2 表）．そ の他 の エ

ス テ ル 化 された脂質 （中性脂肪 ， 燐脂質，ス テ ロ

ール
，

ス テ ロ
ー

ル エ ス テル ）へ の と り こ み は 時間

の経過 と共 に 直線的な 増加が認め られた ．又 ，呼

吸性炭酸ガ ス の 産生 も incubation時間 と共 に 直線

的な 増加がみ られ た．

　Palmitic　Acid−1−1℃ の 実験 と同様 の シ ス テ ム に

よ り Linoleic　Acid −1・t4C （S，A ．15μCi！mMo1 ）を

用 い て行な つ た．胎盤組織 内脂質へ の と り こ み や

呼吸性炭酸 ガ ス の 産生は Palmitic　Acid−1−14C と

同 じ傾向が み られ た．Linoleic　Acid・1−14C に お け

る組織内脂質へ の と りこ み は Palmitic　Acid −1−t4C

に 比 べ て EF ．A・分画に認 め られた
エ℃ の 量が少

な く，中性脂肪分画に 多 くの
14C

が検出され た こ

とが 特微的で あ る （3 図 ，
3 表）．
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図 2　 Palmitic 　 acid −1−14C 　incorporatien　 into　tem ユ
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表 2　　Palmitic　 acid −1−MC 　incorporation　i煎 o

　　 placental　tissue　lipids　and 　conversion

　　 to　respiratory 　CO2

図 3　　L 三noleic 　acid 剛1−1dC 　　ilユcorporation 　into　terrn

　　 placental　tissue　 lipids

lO．OOO

Oo切

←
‘

9
 

ヨ
』
 

き
 

⊃り｝
的憎
ト

O

」

Φ

α

Σ
儀

O

o

rr／glret厂’dtS

RheS ρ hotlpids

Free 戸b 〃 ダ

　 Ael
’
ds

Sterρ1Sterei

θSt ρrs
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1NCUBA 丁 ION　MIN

Phospholi−
pidsSterol

Free　Fatty
Acids

bmln ・

829± 80

401± 58

工3413
± 679

30min ．

2340

　 ± 236739

± 95

12833
　 ± 561

1635

60min． 12Gmin・

T ・ygly… i− 167± 26
des　　　

…
　　　　　　 I

Sterol　Estersi　21± 4161 ± 9 旨120：辷21

4222　　　6628
　 ：ヒ　32工　　±　521

985±：841144．6
　　　 1 土 197

正3170　；
13421

　 ゴ：　680　　±： 743
3685　　　 ：7087
　 ±：　5221　 ：ヒ：　99層

　 　 　 　 202± 34

鰍
at °「y

　 75± ・。 3・5± 45
．
・・6± 6313望1。。

　
＊ Results　 are 　 expressed 　 as　dpm ！gram 　 wet 　 welght

　　 and 　 represent 　mean ± SE　 of　 14　 experiments ．

　
＊＊ Tissue　 was 　incubated　 at　37℃ in　g5％ 02 − 5 ％

　　 COz 　for　2　hours　in　2．OmMol 　palmitlc　acid −1−14C

　 （m ） Incubation温度 の 影響

　 Incubation 温度の影響 をみ るた め に 37℃ の 代

りに 0 ℃ の 氷 の 浮遊 し て い る 水 中 で 95％ 02−5

％ CO2 の 条件下で 2，0mMol 　 F．F．A ．
，
　 palmitic

Acid−1一工4C
を 含む medium で incubateし た．胎盤

組織 の F．F．A・分画に み とめ られた
t4C

の 量は 37℃

に おけ る場合 と ほ ぼ同様で あ り ，
13

，
000−−14

，
000

dpm ！g 湿重量 と い う高 い 値を示 し た ． し か し な

表 3　　Linelcic　acin −1−14C 　incorporation　into

　　 placental　tissue　lipids　and 　conversion

　　 to　respiratory 　C（）z

Phospholi卩
pidsStemI

Free　 Farry
AcidsTriglyceri

−
desSteroI

　Esters

lRespiratory

l翌CO
・

5皿 m ．　 30min．

2022
　 ± 194978

　 ± 王57

・1555
　 十11033250

± 28

17± 10

2700
　 ± 357

上083
　 ± 121
4926
　 ± ⊥449

1126
　 ± 2工355

± 18

60min． 120mm ．

21± 8

「4084　　　　6313
　 ± 　771　　± 　564

1278　　　1347
　 ± 　169　　：±：　138

51
望・・。亅

49
望938

43
聖1457196望、571

67±26　　170±：38
　 　 　 i
202±25i　607± 571500

　 ± 132

＊ Results 　are 　 expressed 　as　dpm ！gram 　wet 　 weight

　 and 　 represent 　 mean ± SE　 of 　5　 experiments ．
＊＊ Tissue　was 　incubated　at　37℃ in　g5％ 03− 5％
　 CO2 　for　2　hours　in　2，0mMol 　Linoleic　 Acid−1−14C

が ら F・F ・A ・分画以外の 脂質 （燐脂質，中性脂

肪 ，
ス テ P 一ル ，ス テ Pt・一ル エ ス テ ル ） ILと りこ

まれた
14C

は極 く僅か で あ り，これ らの 総和 は 2

時間値で 800dpm ！g 湿重量 に しか 過 ぎなか つ た ．

又 0 ℃ に お い て は呼吸性炭酸ガ ス の 産生は ほ とん

どゼ μ の 状態で あつ た （2 図 ， 4 表）．

　 （W ） 胎盤組織内
lec

の 放出
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表 4　 Effect　of 　temperature 　on 　Palmitic　 acid ．1−14C

　 　 incorporation　into　placental　 t孟ssue 　lipids　and

　 　 c。 nversion 　to　 respirat 。ry 　CO
、

Phospholi−

pidsSterolFree

　Fatty
AcidsTryglycer

且一
desSterol

　 Esters

5mln ，

198

　 1511306

正

38

8
．
rD

30min．：60m 孟n，

403

　 2031

・1031

50QO

一
つ
」

　 　 12Gmln．

236　 　 409

　 150130J
「o

73

25

　 29713821

90

20

鷙
a 町

　 　 　 　・2 　 15 亅
　 ＊ Results　 are 　 expressed 　 as 　 dpm ！gram 　 wet 　 weight

　 　 and 　 rcprcsent 　mean 　 of　 3　 experiments

　 ＊＊ Tissue　 was 　incubated　 at 　O℃ in　g5％ Oz − 59

　 　 COx 　for　2　hours 　in　2．OmMol 　palmitic　 acid −1−14C

　胎盤組織内に と りこ まれ た脂酸 の動態を知るた

め に胎盤組織 を 37DC　95％ 02 −5 ％ CO2 の 条件下

で 2 ．OmMol の F．F．A ．と Pa工mitic 　Acid−1−14C を

含む medium で 1 時間 incubate した ． こ の Pre−

incubati・n 終了後 フ ラ ス コ よ り組織を と り出 し ，

冷 9％e 食塩水 で 数回洗浄 し ，組織 の表面 に 付着 し

て い る　
“C を充分と り除 き ， 再 び新 し く用意 し

た F．F．A ．と Palmitic　Acid−1−14C が含ま れて い

な い medium の フ ラ ス コ に移 し て 更に 2 時間 の

incubationを 行な つ た．

　 Re−incubation開始後 5 分 で胎盤組織 の F・F・A
，

分画 に 含 ま れ て い た
14C

の うち の 約80％が組織内

よ り medium 中に 放出 され た （4 図 ，
5 表）．そ

　 図 4　 Palmitic　 acid −1−！4C 　 incorporation　into　 tcrm

　 　 　 placental　tissue　lipids

rg　5　　Palmitic　acid −1−14C 　conversien 　to　resPirato 「y

　 　 C （）2　by　placental 　Tissue

　　　　　　　　　　　　 王（M ・an ± SE ）
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表 5　 Palmitic　 acid −1−ldC 　incQrpation　into

　　 placental　tissue　lipids　and 　conversion

　 　 to 　respiratory 　CO ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊＊韋≡

Phospholi−
．pidsSterol

Free　Fatty
AcidsTryglyceri

−
dcsSterol

　Esters

Respiratory
1
℃ 02

Pre−＊＊ ImcUrbation60m

量n ，

2949
　 ± 460582

± 86

Re−incubation

5min ．30min ．

1506上

　 ± 2066± 　33D
3・154　　　　…2755
　 ± 　675 旨

± 　935
　 　 　 1
55± 19131 ± 8

2681　　270』｝

：±：　468．±　L38
　　 1728

　 　 i683

：± i931± 141
…2CI71　　11173

± 上592595

± 68339

± 6

60min ．

285 ± 　516 」：　5139
ゴ： 6

2642
± 472552

　 ± 96750

　 ± 692393

± 94544

± 9284

± 56

　 120m
三n ，，

2856
± 272568

　 ±57746

　 ± 7912
・132

± 59567

±855

工9
些鍾 ［

PRE ・INcuaATIeN 　 RE　LNCUUATION
　 　 60 　 　 　 　　 5 60　　 　 120

　＊ Results　 are 　 expressed 　 as　dpm／gram　 wet 　weight

　 　and 　 represent 　 mean ± SE　 of　 6　 experiments ．
＊ ac

　All　Tissues　 were 　incubated　 in　g5％ 02 − 5 ％

　 　CO2 　for　one 　hour　in　2 ．OmMol 　 Palmitic　 acid −

　 　 1−14C

＊判 ζ Medium 　 contained 　 no 　 free 正atty 　 acids 　 but

　 　added 　ghlcose （10　 mMol ）

3DINCUBATION

　TIME − MIN

し て 2 時間 に 亘 る Re −incubationに お い て 大 き

な変化は こ の F ．F ．A．分画 中 の
14C

の 著減だ け で

あ り， 他 の 分画 に と りこ まれ た
14C

の 量は ほ と ん
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ど変化が み られ なか つ た ．又 呼吸 性炭酸ガ ス 産出

量は Pre−incubationの 1 時間値が 285dpm を示 し

た が ，
Re ・incubation の 1 時間値 も 284dp皿 と同

様の 値を示 した ． Re −incubation に お い て も呼吸

性炭酸ガ ス の 産生は incubation 時間 の 経過 と共

に 直線的に 増加 し た （5 図 ， 5表）．

　　　　　　　　　考　 案

　遊離脂肪酸 （F ．F ・A・） の胎盤通過性は 動物の 種

類 に よつ て非常に異 な つ て い る．すなわ ち ， ラ ッ

トで は ほ とん ど認め られず （K ・ ren ＆ Schafrir．

1964 ），羊で も少量 しか 認め られ な い が（Van 　Duyne

1960 ）， 兎 （Van 　Duyne　 1962 ）
，

モ ル モ
ッ ト （Her −

sch 丘eld ＆ Nemeth ， 1968 ： Kayden 　1969）及 び

猿 （Portman 　1969 ）で は よ く通過 す る と さ れ て

い る． ヒ トの 場合 は 母休血 の F．F．A．値が膀帯血

中の それ よ りも高値を示 す （Burt ， 1960 ： Nelson
，

1966） こ と よ り ， 脂質は胎盤を通過 し難 く ， 胎児

の 脂質の 多くは 胎児 自身に よつ て 合成 され る と考

え られ て い る （Villee， 1958）． しか しなが ら ， そ

の 通過量は 少な い と い つ て も質的に は 非常に 重要

な もの が含まれ て お り ， リ ノ ー
ル 酸や リ ノ レ ン 酸

な ど の 必須脂肪酸は 母 体 よ りその ま ま の 形で 胎盤

を通過 して 胎児に 送 られ るもの と考え られ る （後

藤1960 ）．パ ル ミ チ ン 酸及 び リ ノ ール 酸を用い た こ

の incubation実験 よ り胎盤組織は こ れ らの脂酸 と

接触す る と ， 速や か に と り こ ん で ，更 に 高級な脂

質で ある中性脂肪や燐脂質を合成 して い る こ とが

証明 され ，胎盤 で 合成 さ れ る脂質の量 もある程度

まで は接触 し た 液体 （ヒ トの 場 合は 母体血 ）の

F ・F ・A ・濃度に 比例す る もの と 推測され る． 妊娠

中母体は高脂血 症 の 状態に お か れ て い るか ら ， 胎

盤は 母体か ら充分 な脂酸 の 供給 を得 る こ とが出来

る の で constant に 脂質を合成 し，そ の
一

部は 胎盤

自身の 発育に ，一部 は 胎児 の 発育に 利用 され て い

る も の と考え られ る．

　胎盤組織に お い て パ ル ミ チ ン 酸 と リ ノ
ー

ル 酸の

代謝を比較 した場 合 ，こ の 実験に お い て リ ノ
ー

ル

酸は F・F・A ・分画 に と ど ま つ て い る時間が短期間

で あ り， 中性脂肪や燐脂質な どに 早 く変換す る こ

とが認め られた． こ の こ とは 胎盤組織 中に と り こ

まれた リ ノ ール 酸は パ ル ミ チ ン 酸 よ りも早 く代謝

される もの と考 え られ る．

　 モ ル モ ッ トの 胎盤 で は リ ノ ール 酸は パ ル ミ チ ン

酸 の 約 2 〜 2．5倍の早さ で 通過 され る とい う報告

や （Herschfield ＆ Nemeth
， 1968），1stl

の リ ノ
ー

ル 酸を 用 い た マ ウ ス の 実験 で リ ノ ール 酸 は 容易 に

胎盤を通過 した と の 報告 （後藤1960） と併せ 考え

て 必須脂肪酸が こ の よ うな状態 で 胎盤を 通過 し て

胎児 に 送 られ る こ とは 胎児に とつ て きわ め て 有利

な こ とで ある．

　呼吸性炭酸ガ ス （
1℃ 02） の 産生は ， 胎盤組織

が パ ル ミ チ ン 酸や リノ ール 酸な ど の 脂酸か ら高級

な脂質を合成す る能力を有する ば か りで な く，
こ

れ ら脂酸を 分解す る酵素系が確立 さ れ て い る こ と

を意味す る もの で ある．Medium の F．F．A．濃度

の 増加に 伴な つ て 組織内脂質へ の と りこ み は増加

するが
， 呼吸性炭酸ガ ス の産生は medium の F．

F ・A・濃度に 関係な く，単位重量当 りの 量は ほ ぼ
一

定して い た ．こ の こ と は胎盤組繊内
14C

の 放 出

実験に お い て も証明され て い る．

　胎盤組織は mediun1 の EF ．A．濃度に 関係な く

incubation時間に 比例 し て ，　 constant に 呼吸性炭酸

ガ ス を産出 し て お り
， 胎盤組織内に と り こ まれた

脂質 の 極 く僅か の もの が燃焼 され て エ ネ ル ギ ーを

放出 した の ち，炭酸ガ ス に 分解 され て い る もの と

考え られる．と りこ まれ た 脂酸 の 大部分は 胎盤で

更に 高級な脂質 に 合成 される もの と考え られ る．

　 0 ℃ に お ける実験で
，

F ・F ・A・分画 に お い て の

み 37℃ に お 1ナる 対照群 とほ ぼ 同様 の
1℃ の と りこ

み が認 め られ ， 他の脂質分画へ の と りこ み は 少な

く ， 呼吸性炭酸 ガ ス の 産生 もほ とん ど ゼ ロ に 近 い

状態で あつ た ． こ の よ うな悪条件下で は紐織中 の

酵素的活動 は停止 の 状態に あ る と考え られ る の で

F ・F ・A ・分画 に み ら れ た 多量 の
14C

の と りこ み は 注

目 に値する ．同様 の と りこ みが Hypoxic な条件

下 に お い て もみ られ た，即ち F・F・A・分画 へ の と

りこ み は対照群 と有意羌が な く，他 の 脂質へ の と

りこ み も対照群に 比 べ て 軽度 の 低下が み られた だ

け で あ つ た．又呼吸性炭酸 ガ ス の 産生 は 非常に 僅
か で あ つ た （橋本他 1972）．

　F．F．A．と Palmitic　 acid −1−14C を 含 ま な い Me −

dium で
14C

を含む胎盤組織を Re −incubate し た と
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きに 実験開始 5 分間で 胎盤組織 の F・F・A ・分画中

に含 まれ て い た
14C

の うち の 80％が Medium 中

に放出 され て Medium 中 の F ．F ．A ．濃度と平衝

状態に な つ た の に対 し て ，そ の 他の脂質分画 に 含

まれ て い た
14C

の 量は ほ と ん ど変化な く，呼吸性

炭酸ガ ス は 実験時間 の 経過 と 共 に 直線的 に 増加 し

た． こ の こ とは 胎盤組織内で こ れ らの 脂質が代謝

され て い る こ とを物語 つ て い る．

　 ヒ ト胎盤の潅流実験 （Szabo， 1969）や ， 赤毛猿

に おける in　 vivo の実験 （Portman ， 1969） に よ

り F．F．A ．は 母 体か ら胎児側に ，乂逆に 胎児 よ り

母体側 の 両方向に移送 される 冂∫能性が ある こ とが

証明 され て い る． こ の 場 合 ， 胎児側及び母体側 の

ア ル ブ ミ ン 量 の 変化は 認 め られ て お らず，F．F．A ．

は胎盤を通過す る に 当 つ て は ，ア ル ブ ミ ン を結合

し た まま で 移送 さ れ る の で は な く遊離され た 状態

で な され て い る もの と思われ る．

　今回 の 0 ℃ に お ける実験や Re −incubation の実

験 ， 更 に Hypoxia 　 lこ お け る F ，F ．A ．分画 に と り

こ まれた
14C

の 動態 か らみ て ，　 F ．F ．A ・の 胎盤 に お

ける通過の 様式に は拡散 （Passive　Diffusion）が 考

え られ エ ネル ギ ーを必 要 と し な い 様式 の 存在が強

く示 唆 され る，

　母体血 と胎児．晦 の F ・F ・A ・の 濃度勾配 の 主 役は

能動移送 （Active　 Transport） で あろ う と考 え ら

れ て い るけれ ども ，
こ の 能動移送 とい うの ば 1 つ

1 つ の 異な つ た F．F．A．に 対 し て 胎盤組織の 細胞

膜が つ よい 親和性を もつ て い る と い う性質 の もの

で ある．従 つ て 母児間 の F・F・A ・に み られ る炭素

鎖 の 長短や飽和度 の 相違や リ ノ ール 酸な ど必 須脂

肪酸 の 胎盤通過性の 問題が能動移送だ け で 説 明出

来に くい 点が み られ ， 拡散や Pinocytosis （Yama −

guchi，1960）な ど の 通過様式に よ つ て も F・F・A ・

が 胎盤組織 に と り こ ま れ て い る もの と考 え ら れ

る． す な わ ち 胎盤組織に お い て は こ れ ら 3 つ の

異 な つ た 様式が有機的 に 闘連 し あ つ て効果 的に

F．F．A 。が移送 され て い る もの と考え られ る．し か

し こ れ ら の 3 つ の 異な つ た 様式 の 含め る 割合や 胎

盤 か ら胎児 へ の F．F．A ．の移送は 母体か ら胎盤 へ

の 移送 と同 じで あ るか 否か に つ い て は今後 の 倹討

が必要で ある．

　Boyd （1936）は 膀帯動静脈に 含まれ る脂質 の 差

よ り計算 し て 胎児が 亅 日に 利用する総脂質量 は 約

409 で あ る と報告し， Nelson（1966）も双生児に お

い て 死産児 の 緕帯血 中濃度 は 生 存児 の 濃度の約

2．5倍 ほ ど高 く ，
ほ ぼ母体血 に 近 い 値を示 した と

報告して い る。こ の こ とは 胎盤か らの F ・F・A・の

連続的 な移送様式が存在 し て お り，た また ま児が

死亡 し た た め に 胎児内で 利用 され る こ とな く，臍

帯血中 F ・F ・A ・値は そ の まま高値を示 した もの と

考 え られ る，要 に 母児間 の F ・F・A・濃度勾配 に つ

い て 考 え る ときに ，母 体 の F．F．A ．が容易に 胎盤

を 通過 した と考 え て も ， それ らの F ．F．A ．は 胎児

の 肝に と り こ ま れ
， 肉：合成 が行なわ れ た 後に 再び

胎児 血中を循環する た め に 臍帯血中 の F・F・A・濃

度及び そ の 儀成脂酸が 母体血 の そ れ と異な つ た も

の に な る も の と考え られ る．

　稿 を 終 る に 当 P，御指導御校 閲 ］頁 き ま し た 恩 師 橋 本 清

前 教 授 な ら び に 鬨 場 香 教 授 に 深 謝 致 し ま す．
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